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教育目的
　本専攻は、高齢者や障がい者に対して、より質の高い介護福祉サービスを提供できる介
護福祉士の養成を目的に教育する。また、福祉に関する教育だけに特化せず、実社会で求
められるチームワークやコミュニケーション力などを育むことにも力を注いでいる。本専
攻では、何事に対しても、楽しむという精神を大切にしたい。「よく学び、よく遊ぶ」と
いうことは、好きになって取り組むこと、受身ではなく主体的な活動である。課外活動、
校友や教員との交流なども積極的に実施し、一人ひとりの学生が、自分の将来について真
剣に考え、目標達成に向けて意欲的に取り組むことができるように「やる気」と「豊かな
人間性」を備えた教育を目的とする。

到達目標
　第 1点目に、卒業と同時に介護福祉士の国家資格を取得することを目標とする。第 2点
目に、生活という視点から幅広く関連分野を学ぶことにより、人々の暮らしを理解し、相
手の心に寄り添うことができる人間性を養っていくことを目標とする。第 3点目に、学生
の学びに対する多様なニーズに柔軟かつ適切に対応し、一人ひとりの学生の主体的な学習
態度を育むことを目標とする。第 4点目に、介護実習室や入浴実習室など、実際の福祉現
場に近い充実した学習環境を整備し、卒業後すぐに役立つ専門的知識や技術の修得を目標
とする。第 5点目に、四天王寺福祉事業団等の各施設における学外での実習を体験するこ
とで、「人への関心」を醸成し、学生が自らの将来像を具体的に描くことを目標とする。

履修の仕方
　 1年次では、人間と社会、介護、こころとからだのしくみの 3つの領域を幅広く学習す
る。日常生活援助技術の授業では、認知症など心身の状況に応じた自立支援や介護など、
日常生活を援助する技術を理論と実技両面で学ぶ。高齢者に対する支援と専門職等では、
高齢者を理解することからスタート、老人福祉の現状と課題、介護保険制度の概要などを
学ぶ。 1年次の11月には、これまでの学びで身につけた知識や技術を活かした学外実習が
設定されている。福祉サービスの利用者とのふれあいを通じて学内で学習したことの理解
を深める。 2年次では、アクティビティケア、ターミナルケアなど、これまでの学習を展
開した内容を学ぶ。さらに、 2月と 6月の学外実習を通して、質の高いサービス提供が行
える能力を身につける。

生活ナビゲーション学科　生活福祉専攻（平成22年度入学生）
生活科学科　生活福祉専攻（平成21年度入学生）


